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建設機械市場の現状

1．建設機械出荷金額推移

2009 年度の建設機械出荷金額（内需・外需の合計）は，1兆 2,621

億円で前年度比 43％減少となった。内需は 4,575 億円で 34％減少，

外需は 8,046 億円で 47％減少した。その結果，内需，外需ともに 2

年連続の減少となった。

内需について製品別に見ると，油圧ショベル 50％減少［995 億円］，

油圧ブレーカ・圧砕機 46％減少［63 億円］，建設用クレーン 45％

減少［837 億円］となった。

内需全体では 34％減少，トンネル機械を除く 9 機種が減少し，

補用部品は横這いとなった。

また，外需について製品別に見ると，トラクタ 66%減少［888 億

円］，建設用クレーン 53%減少［646 億円］，トンネル機械 49%減少

［33 億円］，道路機械 49%減少［202 億円］となった。

外需全体では 47％減少，全 10 機種および補給部品が減少した。

表─１に「建設機械出荷金額実績（内需・外需）」の推移を示す。

2．市場動向

（1）国内市場

建設機械の国内出荷金額実績は，図─ 1に示す通り，2002 年度

以降，建設投資（名目値）は微減であるのに対して，建設機械出荷

金額は 2007 年度までの間，5年連続増加に転じている。この要因

として，排ガス規制による代替需要，さらにはここ数年高水準に推

移する中古車の海外輸出を背景にレンタル業を主とした更新需要に

より，増加基調が継続したものと思われる。

しかし，2008 年 9 月のリーマンショックを発端とする世界同時

不況は，輸出主導・外需依存で長期に亘って成長を続けてきた日本

経済に想定外の深刻な影響を与えており，建設機械市場においても

極めて厳しい環境となり，その結果，2008 年度の国内出荷金額は，

前年度比 23％の減少，2009 年度は，前年度比 34％減少と 2年連続

大幅な減少になった。

図─ 1に「建設機械出荷実績（内需）」と「建設投資（名目値）」

の推移を示す。

表─ 1　建設機械出荷金額実績（内需・外需）
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図─ 2に示す通り，建設機械の主力製品である油圧ショベルの

国内出荷台数は，2002 年度［18 千台］を底に 2003 年度以降，2007

年度まで 5 年連続増加に転じたものの，2008 年度は，前年度比

38％の減少，2009 年度は前年度比 50％の減少となった。

［図─ 2］に「油圧ショベル国内出荷台数」の推移を示す。

（2）海外市場

図─ 3に示す通り，2002 年度以降，主要なマーケットである北米・

中南米地区，欧州の好調な経済成長を背景に，また高成長の著しい

アジア地区にも牽引され，2007 年度まで増加傾向に転じた。

しかし，2008 年 9 月のリーマンショックを発端とする世界同時

不況により，2008 年度は前年度比 17%減少，2009 年度は前年度比

54％減少と大幅な減少となった。

2009 年度について，前年度比増加した地区は，中国 6％増加［1,080

億円］を除き，各地区で大幅な減少となった。

地区別に見ると，旧ソ連・東欧 78％減少［204 億円］，中近東

73％減少［497 億円］，北米・中南米 72％減少［724 億円］，欧州

65％減少［642 億円］，アフリカ 58％減少［256 億円］，オセアニア

43％減少［453 億円］，中国を除くアジア 31％減少［1,519 億円］と

なった。

図─ 3にコンポーネントを除いた「建設機械完成品地域別輸出

金額」の推移を示す（2002 年度より，アジア地区を「中国」と「ア

ジア（中国除く）」に区分した）。

図─ 4に示す通り，製品別に見ると，国内市場と同様に油圧ショ

ベルの出荷割合が増加しており，2009 年度の総出荷金額は 3,262

億円と全体の 41％を占める。また，トラクタは 889 億円と全体の

11％，ミニショベルは，524 億円と全体の 7％を占める。

［図─ 4］に「建設機械別海外出荷金額」の推移を示す。

3．リース・レンタル動向

2009 年度の国内におけるリース・レンタル業向け出荷金額比率

（主要 5製品）は 30％と前年度比 6％減少となった。これは，上記

2.（1）に記載のとおり，2008 年 9 月のリーマンショックを発端と

する世界同時不況による国内経済の低迷，更には，海外市場の低迷

によりレンタル業を主とした中古車の海外輸出に伴う更新需要が減

少したことによるものと思われる。

表─ 2に補給部品を除いた建設機械本体の「業種別（リース・レ

ンタル／その他）国内出荷金額実績」の推移を示す。

図─ 1　建設機械出荷実績（内需）／建設投資（名目値）

図─ 2　油圧ショベル国内出荷台数

図─ 3　建設機械完成品地域別輸出金額（コンポーネントを除く）

図─ 4　建設機械別海外出荷金額
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国内市場の主力製品である油圧ショベルのリース・レンタル比率

は 2008 年度 47％と前年比ほぼ横ばいで推移している。また，ミニ

ショベルは 47％と前年比 3％減少，建設用クレーンは 37％と前年

比 5％減少している。

図─ 5に「リース・レンタル業向け出荷金額比率（主要 5製品）」

を示す。

4．中古車市場動向

国内からの中古車輸出の増加が，更新を主とした国内新車需要の

喚起になると想定される点については，2.（1）「国内市場」の項で

触れているが，本項ではその中古車の流通状況について特徴を記し

た。

（1）新車販売台数と中古車発生台数

中古車の発生は下取・買取等で新車販売店に入庫するものと，中

古車販売会社が買取するものとの 2通りに大別される。その総発生

量と新車販売台数を表したのが，図─ 6「中古車発生・新車販売台

数（主要 6機種）」である。

なお，主要 6機種とは油圧ショベル，ミニショベル，クローラト

ラクタ，ホイールローダ，クローラクレーン，ラフテレーンクレー

ンである。

図─ 6の通り，過去十年間の中古車発生台数は新車販売台数よ

り多く，2002 年度は，新車販売台数の 2.3 倍と比率では頂点となり，

以降新車販売台数の増加に伴い比率は減少傾向であったが，2009

年度は前年度に続き，新車販売台数の急激な落ち込みにより，2.9

倍という 2002 年度並みの比率となった。

近年の海外中古車市場活況による輸出台数の増加は，2008 年 10

表─２　業種別（リース・レンタル／その他）国内出荷金額実績

図─ 5　リース・レンタル業向け出荷金額比率（主要５製品）
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月以降世界的不況により減少に転じている。

（2）中古車の需要傾向

発生した中古車は一部（部品取・スクラップ等）を除き，大半が

国内または海外（輸出）に販売される。これを国内・海外需要とし

て過去の推移を見ると，図─ 7「中古車需要の国内・海外構成（主

要 6機種）」の通りである。

図─ 7に示す通り内需は年々減少傾向にある反面，外需は増加

基調にあったが，前述の通り，2009 年度は前年度比 86%の 63,050

台となった。

（3）中古車輸出状況

図─ 8「中古車機種別輸出台数（主要 6機種）」は，2005 年度～

2009 年度の中古車機種別輸出状況を示す。2009 年度の機種構成で

は，油圧ショベルが約 55％で最も多く，ついでミニショベル（19％），

ホイールローダ（15％）の順である。

また，中古油圧ショベルの輸出先を見ると，図─ 9「中古車輸出

地域別状況（油圧ショベル）」の通りであり，2009 年度は，「中国・

香港」が 51％と突出しており，ついで「ベトナム」（20％），「マレー

シア」（6％）である。東アジア，東南アジア以外で輸出台数が多い

地域は中近東で，全体の約 4%を占めている。

図─ 6　中古車発生・新車販売台数（主要６機種）

（4）中古車の販売および現況

国内新車販売台数減少により中古車の発生台数は 2年連続の減少

となった。また，主要 6機種の中古車需要台数（国内・海外）も昨

年より減少しており，海外輸出比率も 2年連続で減少となった。中

古車販売会社のオークション等で，世界同時不況から回復基調に支

えられた海外バイヤー（香港・中国他）の購入意欲持ち直しが期待

されたが，本年度初めからの円高により，本格的な中古車需要・販

売回復が心配されている。

5．建設機械市場の今後の見通し

2010 年度における国内市場については，公共投資は低水準のま

まであるが，民間需要については一部住宅など好材料がある等から，

5機種が増加すると見込まれ，出荷金額は3,777億円［前年同期比3％

増加］となり，3年振りに増加すると予測される。

また，海外市場については，中国・アジアを中心とした新興国お

よび資源開発国向けの需要が大幅に増加することが見込まれること

から，6機種が増加すると見込まれ，出荷金額は 1兆 1,311 億円［前

年同期比 61％増加］となり，3年振りに増加すると予測される。

尚，上記掲載統計諸資料は㈳日本建設機械工業会 発表の統計資

料による。

図─ 7　中古車需要台数の国内・海外構成（主要６機種）

図─ 8　中古車機種別輸出台数（主要６機種）

図─ 9　中古車輸出地域別状況（油圧ショベル）
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建設工事受注動態統計調査（大手 50 社） （単位：億円）

年　　月 総　　計

受　　　注　　　者　　　別 工　事　種　類　別
未消化
工事高 施工高民　　　間

官 公 庁 そ の 他 海　　外 建　　築 土　　木
計 製 造 業 非製造業

2002 年 129,862 80,979 11,010 69,970 36,773 5,468 6,641 86,797 43,064 146,863 145,881
2003 年 125,436 83,651 12,212 71,441 30,637 5,123 5,935 86,480 38,865 134,414 133,522
2004 年 130,611 92,008 17,150 74,858 27,469 5,223 5,911 93,306 37,305 133,279 131,313
2005 年 138,966 94,850 19,156 75,694 30,657 5,310 8,149 95,370 43,596 136,152 136,567
2006 年 136,214 98,886 22,041 76,845 20,711 5,852 10,765 98,795 37,419 134,845 142,913
2007 年 137,946 103,701 21,705 81,996 19,539 5,997 8,708 101,417 36,529 129,919 143,391
2008 年 140,056 98,847 22,950 75,897 25,285 5,741 10,184 98,836 41,220 129,919 142,289

2009 年 8 月 6,943 4,741 1,132 3,609 1,285 455 462 4,714 2,230 109,318 8,933
9 月 14,865 11,062 1,141 9,921 2,548 742 512 11,078 3,787 112,322 11,689
10 月 6,216 3,794 610 3,183 1,827 387 208 3,604 2,611 111,239 7,536
11 月 7,087 4,519 648 3,872 1,610 560 398 4,605 2,483 109,818 8,560
12 月 8,994 6,135 1,229 4,906 1,744 448 667 6,353 2,642 103,956 14,218

2010 年 1 月 6,699 4,533 530 4,003 1,420 412 335 4,517 2,182 106,884 7,737
2 月 7,303 4,761 778 3,983 2,160 466 -83 4,663 2,640 106,255 8,559
3 月 22,574 14,822 1,752 13,070 5,481 532 1,739 15,961 6,613 113,788 14,450
4 月 4,220 2,885 693 2,191 694 430 211 2,549 1,670 112,318 7,168
5 月 4,966 3,437 636 2,801 704 400 426 3,609 1,357 109,786 6,841
6 月 7,811 5,478 858 4,621 1,599 493 241 5,486 2,325 107,922 9,445
7 月 6,560 4,619 1,128 3,492 1,031 447 464 4,378 2,182 107,333 6,945
8 月 6,942 4,966 895 4,071 1,410 488 77 4,858 2,084 ― ―

建　設　機　械　受　注　実　績 （単位：億円）

年　  　月 02 年 03 年 04 年 05 年 06 年 07 年 08 年 09 年
8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 10 年

1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8月

総　   　 額 8,667 10,444 12,712 14,749 17,465 20,478 18,099 594 850 767 991 831 962 934 1,140 1,269 1,283 1,351 1,418 1,222 
海 外 需 要 4,301 6,071 8,084 9,530 11,756 14,209 12,996 391 518 543 738 616 743 687 848 1,068 1,022 1,038 1,101 942 
海外需要を除く 4,365 4,373 4,628 5,219 5,709 6,268 5,103 203 332 224 253 215 219 247 292 201 261 313 317 280

（注）2002 ～ 2004 年は年平均で，2005 ～ 2008 年は四半期ごとの平均値で図示した。
2009 年 8 月以降は月ごとの値を図示した。

出典：国土交通省建設工事受注動態統計調査
　　　内閣府経済社会総合研究所機械受注統計調査




